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市
の
体
育
指
導
委
員
と
し
て
貢
献

〜
関
東
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
〜

度
関
東
体
育
指
導
委
員
研
究
大

会
」
で
、
小こ

島じ
ま

功い
さ
おさ

ん
（
戸
茂
）

が
、
関
東
体
育
指
導
委
員
協
議
会

よ
り
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
島
さ
ん
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
に
、
20
年
以
上
も

の
永
き
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員

と
し
て
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
現
在

も
指
導
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

大会で表彰された小島さん

　

６
月
６
日
、
７
日
の
両
日
に
栃

木
県
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
20
年

市の福祉事業へ善意 の寄付金　
　

５
月
28
日
、
豊
里
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た

「
第
５
回
立
浪
部
屋
茨
城

後
援
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
ペ
」
で
集
め
ら
れ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
（
８
万

円
）
を
、
同
後
援
会
の
塚つ
か

田だ

純す
み

夫お

会
長
よ
り
「
市
の

福
祉
事
業
の
た
め
に
」
と

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

同
後
援
会
か
ら
は
、
以

前
も
市
に
対
し
て
ご
寄
付

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回

の
寄
付
金
と
あ
わ
せ
て
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

　

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

寄付金を手渡す塚田会長(写真右)

有
名
彫
刻
家
の
大
型
ア
ー
ト
登
場
！

　

国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
彫
刻
家
、
サ
ト
ル
・

タ
カ
ダ
さ
ん
（
牛
久
市
在

住
）の
大
型
彫
刻
作
品
が
、

タカダさん(前列左)と伊丹地区の皆さん

自然の中に溶け込む大型彫刻

５
月
25
日
か
ら
伊
丹
公
民

館
隣
の
敷
地
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

タ
カ
ダ
さ
ん
と
伊
丹
地

区
在
住
の
斉さ
い

藤と
う

伸し
ん

一い
ち

さ
ん

と
の
交
流
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
地
区
の
方
々
の
協

力
の
も
と
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

作
品
に
は
、「
現
代
美
術

の
祭
典
」
で
大
賞
を
受
賞

し
た
作
品
を
含
ん
だ
２
点

と
、
日
本
大
学
の
学
生
に

よ
る
作
品
１
点
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

芸
術
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る

場
に
、
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

「現代美術の祭典」大賞作品も　

●タカダさんのコメント
　「自然の中に置く環境造形
は、県内でも珍しいことだと
思います。伊丹地区に結びつ
いたこのご縁に感謝していま
す。」

～ つくばみらいのわだい ～�

市内の出来事


